
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和７年１０月３１日（金）９：５０～１６：１５ 

○会 場：南相馬合同庁舎４０１会議室（南相馬市原町区錦町１－３０） 

○参加者：小学校教諭５名、中学校教諭９名、養護教諭１名、合計１５名 

○内 容：講 義「本県生徒指導の現状と課題」  講 義「教員自身のメンタルヘルス」    

講 義「情報モラル教育」           研究協議「自校の現状と中堅教諭としての課題」 

 

 

○ 本研修で得た知識や実践例だけでなく、この研修のやり方自体にもたくさ 

んのヒントがあった。指導主事の教え方そのものにも、自分もそのようにやって 

みたいと思うことがたくさんあった。今日の学びを現場で生かしたい。 

○ 講義や協議を通して、自分だけでは気付くことができなかったこと、新しく 

知ったことが多く、とても学びの多い１日だった。一人一人の視点から意見 

を述べること、それを共有することは大切であると改めて感じた。 

○ 研修を終えても、自分自身で新たな知識や社会の現状について学ぼうと 

する行動力を持ち続けたいと思った。 

【研修のまとめ】 

広い視野から学校を組織的にマネジメントしていく立場にあることを自覚しながら、児童生徒が「安心して学べ

る環境の整備」を目指して、以下の点に留意していきましょう。 

（１）本県においても新規不登校児童生徒数は増加しており、その要因や背景は複合化・多様化している。

令和４年に改訂された「生徒指導提要」や「ふくしまサポートガイド」を積極的に活用しながら、組織的・

計画的な支援を講じていくこと。                       【本県生徒指導の現状と課題】 

（２）生き生きとした教員の姿が児童生徒に活力を与える。自分自身のストレスマネジメントや職場の同僚同

士が助け合い、支え合う環境づくりを意識すること。             【教員自身のメンタルヘルス】 

（３）携帯電話やスマートフォン、SNSに関するトラブル事例を提示するだけではなく、問題を「自分ごと」として

自覚させ、状況に応じて適切に判断する力を育成すること。             【情報モラル教育】 
 

 研修の感想
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